
◆学校ホームページ内において子どもたちの日常を発信しています。「学校生活」をぜひご覧ください。◆ 

 浦和大里小学校だより 
      ６月号 令和５年６月１日発行 

教育目標 
夢と希望をもち、 
人間性豊かで 
心身ともに 

たくましい子の育成 

 

冷たいトゲとあたたかいまなざし 
 

校 長  中野 緑 

 

「皆さんの住んでいる浦和大里小のまわりには、宝物がいっぱいで

す。」先月の朝会で、こう、子どもたちに語りかけました。「校長先

生、昨日のお話で、知っているところがたくさんありました。わた

したちのふるさとは、すごいところなんですね。」と、３年生が話し

かけてくれました。６年生は、図工の時間、「浦和大里小学校の大好

きな場所」をタブレットで撮影し、思いのこもった絵に仕上げてい

ます。子どもたちにとって、浦和大里小学校もふるさとです。 
 

さて、さいたま市では６月を「いじめ撲滅強化月間」と位置づけて

います。これは、過去数年間の調査によると、６月にいじめの認知件数が突出していることから、この

時期に、児童、教職員、保護者が一体となったいじめの未然防止の取組を展開しようとするものです。 
 

 私の心には、まだ時折チリチリと痛む小さなトゲがあります。 

 

「いじめられたときは、誰でもいいから、相談しましょう。」 

そのときの私には、その気力すらなかったのが正直なところです。「知られたくない」という気持ちす

らあり、何でもないことのように、明るくふるまっていました。新しい友達ができ、夢中になれるもの

を見つけて、ようやく思い出すことがほとんどなくなるまで、少し時間が必要でした。当時の担任の先

生や両親、兄妹でもいい、誰かに話をきいてもらっていたら、それだけできっと心はずいぶん晴れて前

を向けたのにと、今では思います。 
 

先日の学校運営協議会では、地域の方たちが「どこでも、いつで

も」子どもたちに声をかけてあげたいという思いを語ってください

ました。登校時にタイミングを合わせてゴミ捨てに出たり、下校時

に合わせてお花の世話のために庭先に出たりしてくださっている

という話も耳にしました。冷たい小さいトゲを溶かす、地域の、保

護者の、職員の、あたたかな声掛けとまなざしが、浦和大里の「あ

たたかいふるさと」をかたちづくるのだと、信じています。  

小学校卒業間近のころ、楽しそうに集まって話し合う友達に「なんの話をしているの？」と話しか

けました。すると、一瞬の間があり、「なんでもない、なんでもない。昨日のテレビの話だよね？」

と慌てたように口々に答える様子に、違和感を覚えました。後になって知りましたが、休日に、クラ

スのみんなで別所沼公園にお弁当をもって遊びに行こうという計画を話し合っていたのでした。友

人関係では、そういうことも、もちろんあります。私が傷ついたのは、クラスの大半がその計画に参

加していたこと、そして、「緑さんを誘うのをやめよう」と強く主張したのが、それまで「親友」と

思って、最も心の内をさらけ出して話をしていたトモダチだったことでした。「どうして？」という

疑問が心いっぱいに占め、泣きたくなりました。もう、人を信用できない、と、しばらく心を閉ざし

た暗い日々を覚えています。 

 

30周年記念樹のヤマボウシ。 

白い花が咲き始めました。 


